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二
〇
二
三
年
二
月
二
一
日
に
名
古
屋
外
国
語
大
学
名
駅
キ
ャ
ン
パ
ス
で
国

際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー　

人
間
論
の
原
理
」
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
科
研
費
基
盤
研
究
Ｂ「
危
機
と
再
生
の
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
文
学
の
世
界
性
を
巡
る
地
域
的
研
究
」（
代
表

者
・
亀
山
郁
夫
）
の
支
援
に
よ
り
実
現
し
た
。

　

二
〇
二
二
年
度
に
は
、同
じ
科
研
費
で
、国
際
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
協
会
会

長
で
ア
メ
リ
カ
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
研
究
者
キ
ャ
ロ
ル
・
ア
ポ
ロ
ー
ニ
オ
氏

を
お
呼
び
し
、
八
月
八
日
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
―

解
釈
と
受
容
の
可
能
性
」、
八
月
一
九
日
に
国
際
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
協
会
プ

レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
母
た
ち
」（International D

ostoevsky 

Society; Pre-sym
posium

 in N
A

G
O

Y
A

, «T
he M

others K
aram

azov»

）
が
、

い
ず
れ
も
名
古
屋
外
国
語
大
学
名
駅
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
、
ハ
イ
フ
レ
ッ

ク
ス
形
式
で
行
わ
れ
た
。
二
〇
二
三
年
八
月
に
は
、
や
は
り
名
駅
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
研
究
で
は
最
大
規
模
の
学
会
で
あ
る
、
国
際
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
協
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
本
番
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー　

人
間
論
の
原
理
」
は
、
ロ
シ
ア

の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
研
究
者
で
あ
る
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ザ
ハ
ー
ロ
フ
氏
を

招
き
、
聴
衆
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
主
催
者
・
発
表
者
の
み
対
面
の
ハ
イ
フ
レ
ッ

ク
ス
形
式
で
行
わ
れ
た
。
ザ
ハ
ー
ロ
フ
氏
は
元
国
際
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
協

会
会
長
で
、
ペ
ト
ロ
ザ
ヴ
ォ
ー
ツ
ク
大
学
教
授
で
あ
る
。

　

使
用
言
語
は
ザ
ハ
ー
ロ
フ
氏
は
ロ
シ
ア
語
、
他
の
参
加
者
は
日
本
語
だ
っ

た
が
、
ロ
シ
ア
語
に
つ
い
て
は
日
本
語
訳
を
用
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
参
加

者
が
聴
衆
に
向
け
て
通
訳
を
し
た
。
主
な
聴
衆
は
日
本
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

協
会
の
会
員
や
、
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
の
会
員
、
ロ
シ
ア
の
ザ
ハ
ー
ロ
フ
氏
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の
教
え
子
の
方
々
で
あ
り
、
登
録
者
数
は
百
名
を
超
え
た
。
越
野
剛
氏
（
慶

應
大
学
）
が
司
会
を
行
い
、
会
場
か
ら
の
質
問
の
み
口
頭
で
、
聴
衆
か
ら
の

質
問
はZoom

の
チ
ャ
ッ
ト
機
能
に
よ
り
行
っ
た
。

　

最
初
に
日
本
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
協
会
会
長
の
亀
山
郁
夫
氏
（
名
古
屋
外

国
語
大
学
学
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
第
一
部
は
ザ
ハ
ー
ロ
フ
氏
に

よ
る
基
調
講
演
「
人
間
の
中
の
人
間
と
小
説
の
中
の
人
間
」
を
行
っ
た
。
ザ

ハ
ー
ロ
フ
氏
が
ロ
シ
ア
語
で
原
稿
を
読
み
上
げ
、
聴
衆
に
は
画
面
共
有
で
日

本
語
訳
を
共
有
し
た
。
そ
の
後
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
越
野
剛
氏
と
木
寺
律

子
氏
（
京
都
産
業
大
学
）
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
ザ
ハ
ー
ロ
フ
氏
に
よ

る
回
答
が
あ
っ
た
。
第
二
部
は
「
多
様
な
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
」
と
題
し
、

日
本
語
で
四
人
が
報
告
を
行
い
、
質
疑
応
答
と
、
予
め
お
渡
し
し
て
い
た
ロ

シ
ア
語
訳
を
も
と
に
、
ザ
ハ
ー
ロ
フ
氏
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。
報
告
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
町
田
航
大
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
）「
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
と
ゴ
ー
リ
キ
ー
―
ヨ
ブ
記
が
示
す
思
想
的
共
鳴
」、
齋
須
直
人
（
名
古
屋

外
国
語
大
学
）「
ト
ゥ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
詩
『
花
』
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
中

編
『
白
夜
』」、
桜
井
厚
二
（
早
稲
田
大
学
）「
一
九
七
二
年
の
『
悪
霊
』
―

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
一
つ
の
伝
説
」、
望
月
哲
男
（
中
央
学
院
大
学
）

「
謝
罪
と
許
し
の
形
―
ア
ク
ー
リ
カ
と
ナ
ス
タ
ー
シ
ャ
」
で
あ
る
。
第
三
部
で

は
フ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
議
論
を
行
っ
た
。
全
体
と
し
て
活
発
な
や
り

取
り
が
あ
り
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
ザ
ハ
ー
ロ
フ
氏
の
基
調
講
演
と
、
ザ
ハ
ー
ロ
フ
氏
の
五
大
長
編

に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
偉
大
な
五
書
」
を
掲
載
す

る
。
エ
ッ
セ
イ
は
亀
山
学
長
が
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
五
大
長
編
を
完
訳
し

た
記
念
に
ザ
ハ
ー
ロ
フ
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

フ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
に
配
布
し
た
。
翻
訳
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
望

月
哲
男
氏
、
番
場
俊
氏
、
町
田
航
大
氏
か
ら
有
益
な
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

特
に
町
田
氏
に
は
全
文
に
渡
っ
て
ロ
シ
ア
語
原
文
と
突
き
合
せ
た
上
で
の
詳

細
な
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

　

な
お
、
ロ
シ
ア
語
で
は
神
や
聖
母
な
ど
を
表
す
単
語
に
つ
い
て
は
大
文
字

で
書
か
れ
る
が
、
こ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
重
要
と
な
る
た
め
、
日
本
語
訳
で
は
、

こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
は
〈 　

〉
で
括
っ
た
。

講 

演　

人
間
の
中
の
人
間
と
小
説
の
中
の
人
間

 

ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ザ
ハ
ー
ロ
フ

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
人
間
論
の
原
理

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
人
間
と
世
界
に
つ
い
て
の
新
し
い
言
葉
を
も
っ
て

世
界
文
学
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
新
し
い
言
葉
」
に

つ
い
て
定
義
す
る
際
、
批
評
家
た
ち
は
「
芸
術
性
の
謎
」
や
、「
生
の
謎
」
と

諸
性
格
の
発
見
に
つ
い
て
、
芸
術
に
お
け
る
新
し
い
真
実
の
出
現
に
つ
い
て

論
じ
た
。
そ
れ
ら
は
い
か
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
？

　

近
代
哲
学
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
諸
原
理
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
教
科
書
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
知
っ
て
い
る
。「
人
間
は
万
物
の
尺
度

で
あ
る
」、「
人
間
は
理
性
的
で
あ
る
」、「
自
由
、
平
等
、
友
愛
」、「
人
間
は

幸
福
を
志
向
す
る
」、「
科
学
と
進
歩
は
人
間
と
人
類
を
幸
福
に
す
る
」
等
々
。

そ
れ
で
は
、
人
間
に
つ
い
て
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
理
念
は
ど
の
程
度
独

創
的
な
も
の
だ
ろ
う
か
？

　

世
界
の
批
評
に
お
い
て
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
人
間
論
に
つ
い
て
の
一
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種
の
「
紋
切
型
」
が
出
来
上
が
っ
た
。「
人
間
は
不
合
理
で
あ
り
、
複
雑
で
あ

り
、
二
面
的
で
あ
り
、
矛
盾
し
て
い
る
。」、「「
地
下
室
」
は
人
間
の
本
質
を

表
現
し
て
い
る
。」
等
々
。
作
家
自
身
、
同
時
代
人
の
中
に
「
地
下
室
」
を

発
見
し
た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
い
た
。「
地
下
室
」
と
は
、
人
間
が
沈
黙

し
て
い
る
事
柄
で
あ
り
、
人
間
が
交
流
に
お
い
て
現
実
化
さ
せ
な
い
事
柄
の

こ
と
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
主
人
公
た
ち
は
「
で
た
ら
め
」
で
、

「
病
的
」
で
、「
奇
妙
」
で
、「
打
ち
の
め
さ
れ
て
」
お
り
、
奇
妙
で
空
想
的
な

人
々
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
間
に
つ
い
て
の
彼
の
理
念
は
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
だ
け

に
限
定
さ
れ
な
い
。
世
界
の
批
評
に
お
い
て
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
人

間
論
の
原
理
は
ま
さ
に
こ
れ
に
集
約
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
。

「
人
間
は
謎
で
あ
る
」

　

皆
が
、
一
八
歳
の
若
者
だ
っ
た
と
き
の
作
家
の
言
葉
「
人
間
は
謎
で
す
」

を
引
用
す
る
。

　
　

 

人
間
は
謎
で
す
。
こ
の
謎
は
解
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
し
て
た

と
え
こ
の
謎
を
解
く
た
め
に
一
生
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
時
間

を
無
駄
に
し
た
と
は
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
僕
は
こ
の
謎
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
、
な
ぜ
な
ら
人
間
で
あ
り
た
い
か
ら
で
す
。［Д18, 15.1; 

33

］

　

し
か
し
、
作
者
自
身
も
批
評
家
た
ち
も
、
な
ぜ
人
間
で
あ
る
こ
と
を
欲
す

る
た
め
に
こ
の
謎
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
か
、
説
明
し
な
い
。
こ
の
言

葉
の
背
景
に
何
が
あ
る
の
か
？　

な
ぜ
人
間
で
あ
る
た
め
に
「
人
間
の
謎
」

を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
？

　

多
く
の
批
評
家
が
そ
う
と
確
信
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
は
自
分
が
心
理
学
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
彼
は
晩
年
に
創
作
ノ
ー
ト
で
書
い
て
い
る
。「
人
々
は
私
の

こ
と
を
心
理
学
者
と
呼
ぶ
。
そ
う
で
は
な
い
、
私
は
た
だ
最
高
の
意
味
に

お
け
る
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
人
間
の
心
の
全
て
の
深
奥
を
描

く
」［РГАЛ

И
. Ф

. 212.1.17. С
. 29；

最
初
に
出
版
さ
れ
た
の
は
次
の
文
献
： 

Д1883, 1, 373

］。

　

こ
の
引
用
に
お
い
て
は
ど
の
言
葉
も
謎
か
け
で
あ
る
。
人
間
の
心
理
活
動

を
描
写
す
る
心
理
学
者
と
は
異
な
り
、
彼
は
「
最
高
の
意
味
に
お
け
る
リ
ア

リ
ス
ト
」
で
あ
り
、「
人
間
の
心
の
全
て
の
深
奥
」
を
描
く
。
全
て
の
深
奥
と

は
い
か
な
る
も
の
か
？

「
人
間
の
中
に
人
間
を
見
つ
け
る
こ
と
」

　

同
じ
創
作
ノ
ー
ト
の
中
で
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

　
　

 

完
全
な
リ
ア
リ
ズ
ム
の
も
と
で
人
間
の
中
に
人
間
を
見
つ
け
る
こ
と
。

こ
れ
は
主
に
ロ
シ
ア
人
の
性
格
で
あ
り
、 

こ
の
意
味
で
私
は
も
ち
ろ
ん

民ナ
ロ
ー
ド族

的
で
あ
る
、（
な
ぜ
な
ら
、
私
の
方
向
性
は
民ナ

ロ
ー
ド衆

の
〈
キ
リ
ス
ト

教
〉
の
精
神
の
深
奥
か
ら
流
れ
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）。

　
「
人
間
の
中
に
人
間
を
見
つ
け
る
こ
と
」
が
「
主
に
ロ
シ
ア
人
の
性
格
」
で

あ
る
と
い
う
彼
の
告
白
は
何
を
意
味
す
る
の
か
？　

な
ぜ
こ
れ
が
「
ロ
シ
ア

人
の
性
格
」
な
の
か
？　

そ
れ
な
ら
、
他
の
民
族
に
お
い
て
は
事
情
が
異
な
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る
と
い
う
の
か
？　

こ
の
問
題
が
全
て
の
民
族
の
関
心
を
呼
び
出
す
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
？　

そ
れ
な
ら
ば
ど
こ
に
違
い
が
あ
る
の

か
？　

な
ぜ
「
こ
の
意
味
で
」
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
「
も
ち
ろ
ん
民ナ

ロ
ー
ド族

的

で
あ
る
」
の
か
？　

な
ぜ
こ
の
彼
の
方
向
性
が
「
民ナ

ロ
ー
ド衆

の
〈
キ
リ
ス
ト
教
〉

の
精
神
の
深
奥
か
ら
流
れ
出
る
」
の
か
？　

な
ぜ
「
人
間
の
中
の
人
間
」
の

探
究
が
「
民
衆
の
〈
キ
リ
ス
ト
教
〉
の
精
神
の
深
奥
」
と
い
う
「
源
泉
」
を

持
つ
の
か
？　

そ
の
う
え
、
な
ぜ
こ
こ
で
〈
キ
リ
ス
ト
教
〉
な
の
か
？　
「
人

間
の
中
に
人
間
を
見
つ
け
る
」と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
？　
「
人
間
の
中
の

人
間
」
と
い
う
表
現
に
含
ま
れ
る
意
図
的
で
挑
発
的
な
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
は
い

か
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
創
作
と
詩
学
の
鍵
と
な
る
概
念
は
「
人
間
」
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
共
通
人
」
や
「
全
人
」
と
い
っ
た
概
念
と
関
連
し
て
い
る
。

「
共
通
人
」
と
は
誰
か
？

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
人
間
共
通
の
関
心
や
志
向
を
高
く
評
価
し
な
が

ら
も
、
彼
が
「
共
通
人
」
と
呼
ん
だ
人
々
に
対
し
て
は
批
判
的
だ
っ
た
。
こ
れ

は
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
改
革
の
結
果
現
れ
た
ロ
シ
ア
人
の
独
特
な
典
型
で
あ

る
。
な
に
よ
り
も
民
族
的
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
、
ド
イ
ツ
人
、
フ
ラ
ン
ス
人

と
異
な
り
、
ロ
シ
ア
の
「
共
通
人
」
は
誰
に
で
も
な
ろ
う
と
す
る
が
、
た
だ

ロ
シ
ア
人
に
は
な
ろ
う
と
し
な
い
。
共
通
人
は
民
衆
を
蔑
み
、
そ
し
て
、
概

し
て
ロ
シ
ア
を
憎
む
。「
共
通
人
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
根
を
持
た
ず
、

土
壌
を
持
た
ず
、
抽
象
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
印
刷
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
こ
の
言
葉
は

こ
の
か
た
ち
で
、
あ
る
い
は
変
化
し
た
か
た
ち
で
比
較
的
頻
繫
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。

・ 「
共
通
人О

бщ
ечеловек

」
一
六
回
（
一
八
六
三
年
以
降
）

・ 「
共
通
人
で
あ
る
こ
とО

бщ
ечеловечность

」一
四
回（
一
八
六
一
年
以
降
）

・ 「
共
通
人
性О

бщ
ечеловечество

」
二
回
（
一
八
六
一
年
以
降
）

・ 「
共
通
人
的
なО

бщ
ечеловеческий

」
六
七
回
（
一
八
六
一
年
以
降
）

・ 「
共
通
人
のО

бщ
ечеловечны

й

」
九
回
（
一
八
六
二
年
以
降
）

　

こ
の
言
葉
が
唯
一
肯
定
的
に
使
用
さ
れ
た
文
脈
が
そ
の
否
定
的
な
意
味
を

裏
づ
け
る
。
一
八
七
七
年
の
『
作
家
の
日
記
』
三
月
号
に
お
い
て
、
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
は
ミ
ン
ス
ク
に
お
け
る
、
医
師
ギ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
葬
儀
に
つ

い
て
語
っ
た
。「
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
私
は
こ
の
ご
老
人
の
医
師
を
「
共
通
人
」

と
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
？　

こ
の
人
は
共
通
人
で
は
な
く
、
む
し
ろ
共
通
の

人
で
し
た（Это бы

л не общ
ечеловек, а скорее общ

ий человек

）」［Д18, 

12; 83

］。
こ
の
信
仰
者
は
貧
し
き
人
々
、
つ
ま
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ロ
シ
ア
人
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
全
て
の
人
を
治
療
し
、
助
け
て
い
た
。

ロ
シ
ア
人
た
ち
の
使
命
は
別
の
イ
デ
ー
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
ロ
シ
ア
人
の

理
想
は
、
全
て
を
統
一
す
る
性
質
、
全
て
を
和
解
さ
せ
る
性
質
、
全
人
性
に

あ
る
」［Д18, 4; 387

］。
次
の
引
用
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
に

ロ
シ
ア
人
の
「
最
も
偉
大
な
使
命
の
中
で
も
最
も
偉
大
な
も
の
」
が
あ
る
。

　
　

 

我
々
に
は
二
つ
の
祖
国
が
あ
る
。
我
々
の
ル
ー
シ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

り
、
我
々
が
自
分
た
ち
を
ス
ラ
ヴ
派
と
呼
ぶ
場
合
で
さ
え
そ
う
な
の
だ

（
彼
ら
に
こ
の
こ
と
で
私
を
怒
ら
な
い
で
い
て
も
ら
お
う
）。
こ
れ
に
反

論
す
る
必
要
は
な
い
。
既
に
〈
ロ
シ
ア
人
た
ち
〉
に
よ
っ
て
自
分
た
ち

の
未
来
の
中
に
意
識
さ
れ
た
最
も
偉
大
な
使
命
の
中
で
も
、
最
も
偉
大

な
も
の
は
、
人
類
に
対
す
る
全
般
的
な
奉
仕
で
あ
り
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア

に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
ス
ラ
ヴ
人
た
ち
全
般
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
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全
人
類
に
対
し
て
の
奉
仕
で
あ
る
。［Д18, 11; 423

］。

「
全
人
」
と
は
誰
か
？

　
「
全
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
印
刷
さ
れ
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
テ
ク
ス
ト

に
お
い
て
は
一
度
だ
け
使
用
さ
れ
る 

（
一
八
八
〇
年
）。
し
か
し
派
生
語
を
よ

り
考
慮
に
入
れ
て
み
よ
う
。

・ 「
全
人
的
なвсечеловеческий

」
一
六
回
（
一
八
六
〇
年
以
降
）

・ 「
全
人
で
あ
る
こ
とвсечеловечность

」
九
回
（
一
八
六
一
年
以
降
）

・ 「
全
人
のВ

сечеловечны
й

」
一
回
（
一
八
八
〇
年
以
降
）

・ 「
全
人
性В

сечеловечество
」
一
回
（
一
八
七
六
年
以
降
）

　
「
全
人
」
と
い
う
言
葉
は
作
家
の
創
作
ノ
ー
ト
に
お
い
て
は
二
度
登
場
す
る

（
一
八
七
六
年
一
二
月
と
一
八
八
〇
年
一
〇
月
）。

　
「
全
人
的
な
」
は
鍵
と
な
る
形
容
で
あ
り
、「
全
人
性
」
や
「
全
人
で
あ
る

こ
と
」
は
一
八
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
代
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
に
お
け
る
論
争
で
絶
え
ず
生
じ
る
概
念
で
あ
る
。「
全
人
的
な
」
と
い

う
形
容
詞
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
名
詞
も
あ
っ
た
と
推
定
す
る
の
は
理
に

か
な
っ
て
い
る
。

　
「
全
人
」
と
は
一
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
語
で
は
珍
し
い
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は

今
も
多
く
の
現
代
ロ
シ
ア
語
辞
典
に
存
在
し
な
い
。

　

現
代
の
神
学
に
お
い
て
は
、
最
初
の
人
間
ア
ダ
ム
の
こ
と
を
全
人
と
呼
ぶ
。

ア
ダ
ム
は
自
分
の
中
に
全
て
の
人
を
含
ん
で
い
る
。〈
キ
リ
ス
ト
〉
は
大
文
字

の
こ
の
言
葉
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
教
え
の
原
典
は
使
徒
パ
ウ
ロ
の
言
葉

で
あ
る
。「
ア
ダ
ム
に
よ
っ
て
全
て
の
者
が
死
ぬ
よ
う
に
、〈
キ
リ
ス
ト
〉
に

よ
っ
て
全
て
の
者
が
生
き
返
る
」（
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙 

十
五
章

二
二
）。

　

こ
の
二
つ
目
の
意
味
に
お
い
て
、「〈
全
人
〉」
と
い
う
言
葉
は
ニ
コ
ラ
イ
・

ダ
ニ
レ
フ
ス
キ
ー
の
本
『
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』（
一
八
六
九
）
の
中
に

見
ら
れ
る
。「
た
だ
一
人
の
〈
全
人
〉
が
い
た
―
そ
し
て
〈
そ
の
方
〉
は

〈
神
〉
で
あ
っ
た
」。

　

ダ
ニ
レ
フ
ス
キ
ー
と
は
異
な
り
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
「
全
人
」
と
い

う
言
葉
を
小
文
字
で
、
真
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る

（〈
キ
リ
ス
ト
〉
対0

キ
リ
ス
ト
、
キ
リ
ス
ト
た
ち
）（Х

ристос vs христос, 

христы

）。
彼
は
こ
の
言
葉
の
意
味
を
ロ
シ
ア
の
文
学
と
哲
学
に
導
入
し
た
。

プ
ー
シ
キ
ン
講
演

　
「
全
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
八
八
〇
年
六
月
八
日
に
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ

た
、
プ
ー
シ
キ
ン
講
演
の
秘
め
ら
れ
た
意
味
を
次
の
よ
う
に
き
わ
め
て
明
瞭

に
表
現
し
て
い
る
。

　
　

 「
真
の
ロ
シ
ア
人
に
な
る
こ
と
、
完
全
に
ロ
シ
ア
人
に
な
る
こ
と
は
お

そ
ら
く
、
も
っ
ぱ
ら
（
結
局
、
こ
れ
を
強
調
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す

が
）、
全
て
の
人
々
の
兄
弟
に
な
る
こ
と
、
も
し
も
望
む
な
ら
「
全
人
」

に
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
」［Д18, 12; 330

］。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
こ
の
考
え
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
詳
し
く
説
明

し
た
。

　
　

 
…
…
も
は
や
決
定
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
矛
盾
に
和
解
を
も
た
ら
す
こ

と
、
自
分
た
ち
の
全
人
的
な
、
全
て
を
一
つ
に
す
る
ロ
シ
ア
の
心
に
お

い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
憂
鬱
に
対
し
て
出
口
を
示
す
こ
と
、
そ
の
心
の

（
1
）
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中
に
兄
弟
愛
に
よ
っ
て
全
て
の
兄
弟
た
ち
を
包
み
込
み
、
お
そ
ら
く
最

後
に
偉
大
な
共
通
の
調
和
の
最
終
的
な
言
葉
、〈
キ
リ
ス
ト
〉
の
福
音
の

教
え
に
よ
っ
て
、
全
て
の
諸
民
族
が
決
定
的
に
兄
弟
と
し
て
連
帯
す
る

言
葉
を
宣
言
し
も
す
る
こ
と
［Д18, 12; 330

］。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
民
族
性
を
否
定
す
る
こ
と
の
中
に
、「
全
て
が
一

つ
の
形
式
に
、
一
つ
の
共
通
の
典
型
に
一
体
化
す
る
こ
と
」
に
対
し
て
期
待

を
す
る
こ
と
の
中
に
「
最
も
極
端
に
発
展
し
て
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
譲
歩
も

な
い
西
欧
派
」
を
見
い
出
し
た
。
一
方
の
〈
キ
リ
ス
ト
教
〉
は
別
の
課
題
、

つ
ま
り
「
新
し
い
、
前
代
未
聞
の
民
族
性
―
全
兄
弟
の
、
全
人
の
、
共
通

の
全
地
〈
教
会
〉
の
形
式
に
お
け
る
民
族
性
」
を
与
え
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
人
で
あ
る
こ
と
は
、
全
人
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
人
間
論
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
で
あ
る

　

学
問
的
な
定
義
に
お
い
て
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
人
間
論
は
「
キ
リ
ス

ト
教
的
」
な
も
の
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
考
え
で
は
、
各
人
の
中

に
は
〈
神
〉
の
像
が
あ
り
、〈
神
〉
の
像
を
か
た
ち
づ
く
り
、
神
化
し
、
再
生

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
人
間
を
人
間
に
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
。
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
は
自
分
の
作
品
の
語
彙
の
註
釈
に
お
い
て
「
か
た
ち
づ
く
る
」
と

い
う
言
葉
の
意
味
を
説
明
し
て
い
る
。

　
　

 

か
た
ち
づ
く
る
こ
と
、
民
衆
の
言
葉
。
つ
ま
り
、
像
を
与
え
、
人
間
の

中
に
人
間
の
像
を
再
生
す
る
こ
と
。「
人
間
を
か
た
ち
づ
く
る
」「
君
が

せ
め
て
自
分
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
れ
ば
な
あ
」
と
言
わ
れ
る
。
例
え

ば
、
長
い
こ
と
飲
酒
に
耽
っ
て
い
る
者
に
対
し
て
。
懲
役
囚
た
ち
か
ら

も
耳
に
し
た
［РГАЛ

И
. Ф

. 212.1.15. С
. 88

］。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
お
け
る
人
間
は
自
分
の
中
に
、
実
現
可
能
な
〈
創

造
主
〉
と
創
造
の
完
全
さ
を
持
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
レ
オ
ン
チ
エ
フ
は
「
全
人
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を

理
解
せ
ず
、
彼
の
評
価
に
よ
る
と
こ
ろ
の
「
ぞ
っ
と
す
る
全
人
」
を
共
通
人
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
リ
ベ
ラ
ル
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
し
て
提
示
し
よ
う
と
し

た
。
こ
の
す
り
替
え
（「
全
人
」
の
代
わ
り
に
「
共
通
人
」）
は
二
〇
世
紀
の
文

学
と
哲
学
の
批
評
に
お
い
て
典
型
的
だ
っ
た
。〈
全
人
〉
に
つ
い
て
の
神
学
教

義
は
セ
ル
ゲ
イ
・
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
や
セ
ル
ビ
ア
の
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
著
作
で
究

明
さ
れ
て
い
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
全
人
に
つ
い
て
の
啓
示
は
聖
ユ
ス

テ
ィ
ン
（
ポ
ポ
ヴ
ィ
チ
）
の
本
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ス
ラ
ヴ
民
族
に
つ
い
て
の

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
』
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
存
在
論
の
原
理

　

よ
く
知
ら
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
原
理
「
人
間
は
万
物
の
尺
度
で
あ
る
」

と
は
異
な
り
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
人
間
論
の
原
理
は
存
在
論
的
な
も
の
、

つ
ま
り
「〈
キ
リ
ス
ト
〉
は
万
物
の
尺
度
で
あ
る
」
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
『
罪
と
罰
』
の
自
分
の
、
作
者
の
イ
デ
ー

を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

　
　

長
編
の
イ
デ
ー

　
　
　—

 
 

 
=

1=

　
　
〈
正
教
〉
の
視
点

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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こ
の
中
に
〈
正
教
〉
が
あ
る

　
　
　—

　
　

快
適
な
状
態
の
中
に
幸
福
は
な
い
、 

　
　

幸
福
は
苦
悩
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
。

　
　
　—

　
　

人
間
は
幸
福
の
た
め
に
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　

人
間
は
自
分
の
幸
福
に
値
す
る
、
そ
し
て
常
に
苦
悩
に
よ
っ
て
。

〔『
罪
と
罰
』
の
創
作
ノ
ー
ト
の
ペ
ー
ジ
の
断
片
（РГАЛ

И
. 212.I.5. С

. 3

）〕

　

誰
が
快
適
な
状
態
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
用
意
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？　

誰

が
苦
悩
す
る
こ
と
を
欲
し
た
り
、
愛
し
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
？　

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
と
っ
て
生
き
る
こ
と
と
は
苦
悩
す
る
こ
と
で
あ
り
、

書
く
た
め
に
は
苦
し
む
必
要
が
あ
り
、
快
適
な
状
態
の
中
に
幸
福
は
な
く
、

幸
福
は
苦
悩
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
。

「
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
黄
金
時
代
」

　

ロ
シ
ア
の
批
評
で
は
誤
解
さ
れ
て
い
る
が
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品

に
は
「
小
さ
き
人
々
」
も
「
余
計
」
人
も
い
な
い
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の

主
人
公
た
ち
は
し
ば
し
ば
「
小
さ
き
人
々
」
と
呼
ば
れ
る
。
社
会
的
な
視
点

か
ら
は
こ
れ
は
お
そ
ら
く
正
し
い
が
、
存
在
論
的
な
意
味
に
お
い
て
は
そ
う

で
は
な
い
。「
小
さ
き
人
々
」
も
「
余
計
人
た
ち
」
も
原
理
的
に
彼
の
世
界
で

は
あ
り
得
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
主
人
公
が
偉
大
で
あ
る
。

　

誰
が
自
分
の
こ
と
を
私
は
天
才
で
あ
る
、
私
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
？

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
は
「
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
黄
金
時

代
」
が
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
。 

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
一
八
七
六
年
の
『
作
家
の
日
記
』
に
は
「
ポ
ケ
ッ

ト
の
中
の
黄
金
時
代
」
と
い
う
章
が
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
先
に

芸
術
家
の
ク
ラ
ブ
で
の
子
供
た
ち
の
ヨ
ー
ル
カ
祭
り
に
つ
い
て
述
べ
て
か
ら
、

「
父
た
ち
の
舞
踏
会
」
に
つ
い
て
、
息
苦
し
い
舞
踏
場
で
大
人
の
客
た
ち
が
い

か
に
楽
し
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
語
る
。
こ
の
「
凡
庸
さ
」
の
光
景
に
際
し
、

作
家
の
頭
に
「
あ
る
幻
想
的
で
こ
の
う
え
な
く
途
方
も
な
い
考
え
」
が
よ
ぎ

る
。
も
し
も
彼
ら
が
「
せ
め
て
一
瞬
で
も
噓
偽
り
な
く
、
純
朴
に
な
る
」
こ

と
が
で
き
た
な
ら
ば
？　

と
。

　

作
家
が
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
人
一
人
の
中
で
沢
山
の
「
率
直

さ
、
誠
実
さ
、
最
も
心
か
ら
の
快
活
さ
、
清
廉
さ
、
寛
大
な
感
情
、
善
良
な

願
望
、
知
性
、
い
や
知
性
ど
こ
ろ
で
は
な
い
！　

最
も
気
の
き
い
た
、
人
好
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き
の
す
る
機
知
」
が
「
そ
れ
ら
が
一
人
一
人
の
中
で
決
定
的
に
、
一
人
一
人

の
中
か
ら
」
現
わ
れ
、「
あ
な
た
方
の
一
人
一
人
が
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
よ
り
も
賢

く
、
ル
ソ
ー
よ
り
も
感
受
性
が
あ
り
、
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
や
、
ド
ン
・
ジ
ュ

ア
ン
、
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
よ
り
も
は

る
か
に
魅
力
的
で
あ
る
」［Д18, 11; 284–285

］
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

そ
の
う
え
、「
今
、
ま
さ
に
こ
の
瞬
間
、
あ
な
た
方
の
間
に
、
ま
さ
に
こ
の

舞
踏
場
で
見
つ
か
り
う
る
よ
う
な
魅
力
的
な
も
の
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に

も
、
シ
ラ
ー
に
も
、
ホ
メ
ロ
ス
に
も
、
も
し
も
彼
ら
を
全
員
一
緒
に
ま
と
め

て
も
見
つ
か
ら
な
い
」［Д18, 11; 285

］。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
声
を
大
に
し
て
言
う
。
一
人
一
人
が「
ヴ
ォ
ル
テ
ー

ル
よ
り
も
賢
く
、
ル
ソ
ー
よ
り
も
感
受
性
が
あ
り
」、
世
界
の
文
学
や
歴
史
で

最
も
魅
力
的
な
主
人
公
た
ち
よ
り
も
魅
力
的
で
あ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に

も
、
シ
ラ
ー
に
も
、
ホ
メ
ロ
ス
に
も
、
そ
れ
ら
を
一
緒
に
し
て
も
、
こ
の
舞

踏
場
の
俗
悪
な
客
た
ち
の
中
に
あ
る
も
の
は
見
つ
か
ら
な
い
。
一
人
一
人
が

ホ
メ
ロ
ス
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
シ
ラ
ー
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
も
し

も
噓
偽
り
な
く
純
朴
に
な
れ
ば
。

　

あ
ら
ゆ
る
人
が
天
才
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
な
の
で

あ
る
！　

こ
の
章
の
意
義
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
創
作
と
、
詩
学
の
特

性
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
全
て
の
登
場
人
物

は
作
家
と
同
等
で
あ
り
、
全
て
の
人
た
ち
は
哲
学
者
た
ち
で
あ
り
、
全
て
の

人
た
ち
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
た
ち
で
あ
る
。

　

彼
は
ど
の
よ
う
に
「
人
間
の
中
に
人
間
を
見
つ
け
」、
全
人
を
見
つ
け
る

と
い
う
自
分
の
創
作
目
的
を
実
現
し
た
か
？　

こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
が
、
提
起
さ
れ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
だ

け
は
で
き
る
。
も
し
も
、
人
間
の
本
性
に
つ
い
て
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の

直
接
的
な
発
言
を
集
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
沢
山
あ
っ
て
広
範
に
わ
た
る

が
、
独
特
の
哲
学
論
文
が
で
き
あ
が
る
。

　

こ
の
要
約
の
中
の
鍵
と
な
る
テ
ク
ス
ト
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
四
月

一
六
日
。
マ
ー
シ
ャ
は
机
の
上
で
横
た
わ
っ
て
い
る
。
マ
ー
シ
ャ
と
会
え
る

だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
一
八
六
四
年
の
有
名
な
メ
モ
で
あ
る
。
こ
の
メ
モ
の

主
要
な
テ
ー
マ
は
、
神
の
性
質
と
人
間
の
性
質
に
つ
い
て
、〈
キ
リ
ス
ト
〉
と

キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
、
人
間
と
人

リ
ー
チ
ナ
ス
チ

格
の
過
渡
的
な
性
質
に
つ
い
て
、
生
と

死
に
つ
い
て
、
人
類
の
未
来
に
つ
い
て
で
あ
る
［РГБ. Ф

. 93.I.2.7. С
. 41

］。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
テ
ク
ス
ト
は
テ
ク
ス
ト
を
説

明
す
る
。
作
家
自
身
が
人
間
の
謎
を
解
明
し
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

「
…
…
あ
ら
ゆ
る
人
間
は
〈
神
〉
の
像
を
持
っ
て
い
る
、〈
神
〉
の
像
と
克
を
。」

［Д18, 3; 175

］

「〈
キ
リ
ス
ト
教
〉
は
人
間
の
中
に
〈
神
〉
が
含
ま
れ
う
る
と
い
う
こ
と
の
証

明
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
最
も
偉
大
な
イ
デ
ー
で
あ
り
、
人
間
が
達
成
で

き
た
最
も
偉
大
な
栄
誉
で
あ
る
。」［РГАЛ

И
. Ф

. 212.1.16. С
. 176

］

「〈
神
〉
が
人
間
を
見
い
出
す
道
は
不
可
知
で
あ
る
。」［РГАЛ

И
. Ф

. 212.1.5. 

С
. 145

］

「
人
間
に
は
自
分
を
救
う
力
は
な
い
が
、
啓
示
と
、
そ
の
後
に
〈
キ
リ
ス
ト
〉

に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
生
へ
の
〈
神
〉
の
直
接
的
な
関
与
に
よ
っ

て
。」［РГБ. Ф

. 93.I.1.5. С
. 31

］

「
…
…
十
戒
を
遂
行
せ
よ
、
そ
う
す
れ
ば
偉
大
な
人
間
に
な
る
だ
ろ
う
。」

［РГАЛ
И

. Ф
. 212.1.13. С

. 66

］

「
…
…
人
間
の
分
裂
状
態
は
（
…
…
）
人
間
の
破
滅
で
あ
る
。」［РГАЛ

И
. Ф

. 

212.1.15. С
. 107

］

「
人
間
の
顔
は
そ
の
人
間
の
人

リ
ー
チ
ナ
ス
チ

格
の
、
霊
の
、
尊
厳
の
像
で
あ
る
。」［РГАЛ

И
. 
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. 212.1.15. С
. 118

］

「
人
間
は
自
分
た
ち
の
科
学
よ
り
も
広
大
で
あ
る
。」［РГАЛ

И
. Ф

. 212.1.15. 

С
. 131

］

「
誠
実
な
人
間
で
あ
る
こ
と
は
何
よ
り
も
益
が
あ
る
。」［РГАЛ

И
. Ф

. 

212.1.15. С
. 186а

］

「
文
学
的
な
理
想
は
民
主
主
義
者
で
あ
る
。
民
衆
の
―
善
良
な
人
間
と
い

う
理
想
は
よ
り
良
い
。」［РГАЛ

И
. Ф

. 212.1.15. С
. 103

］

　

こ
れ
ら
は
無
作
為
に
選
び
取
っ
た
も
の
だ
が
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
思

想
の
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
自
分
の
人
間
学
の
イ

デ
ー
を
、
芸
術
作
品
に
お
け
る
分
析
対
象
に
し
、
作
者
と
主
人
公
た
ち
の
反

省
と
内
省
の
対
象
に
し
た
。

『
貧
し
き
人
々
』

　

こ
の
作
家
の
初
期
作
品
は
す
で
に
読
者
に
と
っ
て
の
人
間
の
発
見
と
な
っ

た
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
自
分
の
最
初
の
長
編
小
説
『
貧
し
き
人
々
』
の

中
で
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
叙
事
詩
『
分
身
』
の
中
で
何
を
発
見
し
た
の
か
？　

ジ
ェ
ー
ヴ
シ
キ
ン
は
不
幸
で
あ
る
か
？　

長
編
は
次
の
文
句
で
始
ま
る
。「
昨

日
私
は
幸
せ
だ
っ
た
、
あ
ま
り
に
幸
せ
だ
っ
た
、
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
幸
せ

だ
っ
た
！
」（Д18, 1; 11

）。
こ
こ
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
た
だ
主
人
公

た
ち
の
島
で
の
散
歩
に
つ
い
て
の
こ
と
の
み
だ
が
、
彼
ら
の
感
情
は
こ
れ
に

劣
ら
ず
意
義
深
く
、
本
物
で
あ
る
。

　

長
編
で
は
貧
し
き
人
々
の
災
難
や
苦
悩
だ
け
で
な
く
、
幸
福
の
こ
と
も
話

題
と
な
る
。
彼
ら
の
喜
び
が
現
わ
れ
る
の
は
日
常
の
面
倒
事
に
お
い
て
、
愛

に
お
い
て
、
自
然
を
観
察
す
る
こ
と
の
中
で
、
お
互
い
の
交
流
の
中
で
で
あ

り
、
マ
カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ー
ヴ
シ
キ
ン
に
と
っ
て
は
さ
ら
に
創
作
の
中
に
お
い

て
で
あ
る
。

　

自
分
の
主
人
公
た
ち
を
詩
人
、
恐
れ
を
知
ら
ぬ
勇
敢
な
戦
士
、
気
高
く
献

身
的
な
人
々
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
家
た
ち
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
だ
が
、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

　

女
主
人
公
は
最
初
か
ら
主
人
公
よ
り
も
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
教
養
が
あ
り
、

文
化
的
で
あ
る
。
彼
女
は
終
局
ま
で
そ
の
よ
う
に
あ
り
続
け
て
い
る
。
マ

カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ー
ヴ
シ
キ
ン
は
教
養
が
な
く
、
文
化
的
で
な
く
、
彼
が
自
分

で
認
め
て
い
る
よ
う
に
「
愚
鈍
」
だ
が
、
小
説
の
中
で
変
容
し
て
い
く
、
彼

は
新
し
い
人
間
で
あ
る
。
彼
の
変
化
に
お
い
て
鍵
と
な
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
が
文
学
で
あ
る
。
彼
は
ヴ
ァ
ー
レ
ニ
カ
へ
の
手
紙
の
中
で
自
分
を
意

識
し
、
口
に
出
さ
れ
、
書
か
れ
た
こ
と
は
彼
が
自
分
と
他
者
を
理
解
す
る
こ

と
を
助
け
、
愛
が
彼
を
高
め
る
。 

言
葉
の
中
に
人

リ
ー
チ
ナ
ス
チ

格
、
主
人
公
の
自
意
識
が

生
ま
れ
、
言
葉
と
〈
言
葉
〉
に
お
い
て
人
間
が
霊
的
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

最
初
は
マ
カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ー
ヴ
シ
キ
ン
は
経
験
が
浅
く
、手
紙
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
、
自
分
に
は
文
体
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
愚
痴
を
言
っ
て

い
る
し
、
彼
に
は
考
え
や
感
情
を
言
葉
に
述
べ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
し

か
し
、
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
彼
は
言
葉
の
能
力
を
獲
得
し
、
自
分
に
文
体

が
現
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
も
は
や
彼
は
楽
し
み
の
た
め
に
書
き
、
彼

に
と
っ
て
手
紙
は
喜
ば
し
い
も
の
で
あ
る
。
彼
の
手
紙
は
も
は
や
純
粋
に
文

学
的
機
能
を
獲
得
す
る
。
主
人
公
は
描
写
す
る
た
め
に
書
き
始
め
る
の
で
あ

る
。
彼
は
た
だ
述
べ
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
書
く
こ
と
へ
の
欲
求
に
よ
っ
て

書
く
。
言
葉
の
能
力
と
い
う
恵
み
は
人
間
を
高
め
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

は
、
既
に
最
初
の
小
説
で
単
に
こ
の
イ
デ
ー
を
宣
言
す
る
の
で
は
な
く
、
生

き
生
き
と
し
た
矛
盾
、
突
然
の
詳
細
さ
、
は
っ
き
り
し
な
い
俗
悪
な
日
常
の

中
で
才
能
の
誕
生
と
発
達
を
示
し
て
い
る
。
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主
人
公
た
ち
の
文
通
の
中
で
、マ
カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ー
ヴ
シ
キ
ン
の
最
後
の
手

紙
―
住
所
と
日
付
の
な
い
手
紙
が
と
り
わ
け
意
味
深
長
で
あ
る
。
全
て
が

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
後
に
、な
ぜ
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？　

ヴ
ァ
ー

レ
ニ
カ
は
嫁
ぎ
、
文
通
は
打
ち
切
ら
れ
、
長
編
の
筋
書
き
は
完
遂
し
た
。
し

か
し
、
マ
カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ー
ヴ
シ
キ
ン
は
こ
の
手
紙
を
書
く
。
そ
れ
は
生
活

の
実
用
を
欠
い
て
い
る
。
手
紙
は
マ
カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ー
ヴ
シ
キ
ン
の
創
作
行

為
で
あ
る
。
こ
の
主
人
公
は
外
見
上
は
以
前
の
九
等
文
官
に
留
ま
る
が
、
異

な
る
人
間
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
作
家
、「
詩
人
」、
著
作
家
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
主
人
公
に
お
い
て
長
編
は
、
世
界
を
創
り
、
人
間
を
創
る
〈
言
葉
〉

の
啓
示
を
示
し
て
い
る
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
発
見
は
文
学
と
人
間
に
つ
い
て
の
お
な
じ
み
の
イ

メ
ー
ジ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
主
人
公
た
ち
は
胸
に

秘
め
た
も
の
が
あ
る
、
彼
ら
は
自
分
の
心
に
謎
を
持
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
謎

は
包
み
隠
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
お
互
い
に
、
そ
し
て

読
者
た
ち
に
理
解
で
き
る
言
葉
、
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
の
言
葉
で
語
る
。
そ
の

結
果
逆
説
的
な
葛
藤
が
生
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
チ
ャ
ー
ツ
キ
ー
、
オ
ネ
ー
ギ

ン
、
ペ
チ
ョ
ー
リ
ン
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ボ
ル
コ
ン
ス
キ
ー
、
あ
る
い
は
ピ
エ
ー

ル
・
ベ
ズ
ー
ホ
フ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
マ
カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ー
ヴ
シ
キ

ン
よ
り
も
賢
く
教
養
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
プ
ー

シ
キ
ン
の
作
品
の
理
想
的
な
タ
チ
ヤ
ー
ナ
・
ラ
ー
リ
ナ
の
よ
う
に
、
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
の
書
簡
体
長
編
の
主
人
公
で
あ
る
彼
よ
り
も
非
の
打
ち
ど
こ
ろ

が
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
マ
カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ー
ヴ

シ
キ
ン
の
性
格
と
人

リ
ー
チ
ナ
ス
チ

格
に
は
何
か
、
彼
を
ロ
シ
ア
だ
け
で
な
く
世
界
の
文
学

の
多
く
の
主
人
公
た
ち
よ
り
も
重
要
に
す
る
も
の
が
あ
る
。

　

マ
カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ー
ヴ
シ
キ
ン
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
偉
大
な
イ
デ
ー

の
最
初
の
啓
示
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
人
間
の
「
回
復
」、
貧
し
き
人
々
と
虐
げ

ら
れ
た
人
々
か
ら
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
に
い
た
る
ま
で
の
霊
的
復
活
の
イ

デ
ー
で
あ
る
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
『
分
身
』
に
お
い
て
も
こ
れ
と
同
じ
イ
デ
ー
と
こ

の
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
論
の
原
理
を
守
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
は
自

分
の
中
に
〈
神
〉
の
像
を
持
っ
て
い
る
。
同
一
の
人
々
は
い
な
い
、
一
人

一
人
が
比
類
な
く
、
一
人
一
人
が
唯
一
無
二
で
あ
る
。
あ
る
人
を
別
の
人
に

取
り
換
え
る
こ
と
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
コ
ピ
ー
で
す
り
換
え
る
こ
と
は
許
し

が
た
い
。
俗
悪
で
、
不
器
用
で
、
目
先
の
利
か
な
い
ゴ
リ
ャ
ー
ト
キ
ン
氏
も

ま
た
「
あ
な
た
の
兄
弟
」
で
あ
り
、
私
た
ち
の
兄
弟
で
あ
り
、
彼
も
ま
た
共

苦
、
慈
悲
、
愛
に
値
す
る
。
主
人
公
が
明
ら
か
に
端

ブ
ラ
ゴ
オ
ブ
ラ
ー
ズ
ィ
エ

正
さ
が
な
く
、
い
く

ら
か
醜

ベ
ズ
オ
ブ
ラ
ー
ズ
ィ
エ

悪
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
こ
の
役
人

の
中
の
「
人
間
の
中
の
人
間
」
を
、
そ
の
理
想
の
本
質
を
、
我
々
一
人
一
人

の
中
に
あ
る
〈
神
〉
の
像

オ
ー
ブ
ラ
ズを

守
っ
て
い
る
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
自
身
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
ゴ
リ
ャ
ー
ト
キ
ン
は

「
最
も
重
要
な
地
下
室
タ
イ
プ
」［РГАЛ

И
. Ф

. 212.1.11. С
. 171

］
で
あ
る
と

い
う
こ
と
、
現
代
人
の
中
に
地
下
室
を
発
見
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
彼

は
こ
の
発
見
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
［Д18, 15.1; 259

］。

『
地
下
室
の
手
記
』

　

中
編
小
説『
地
下
室
の
手
記
』に
お
け
る
人
間
論
の
原
理
は
世
界
文
学
の
み

な
ら
ず
、
世
界
の
哲
学
の
事
件
と
な
っ
た
。
そ
の
特
別
な
テ
ー
マ
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
哲
学
に
お
け
る
合
理
的
な
人
間
概
念
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、「
医

師
た
ち
―
社
会
主
義
者
た
ち
」
と
の
、
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
と
そ

の
追
随
者
た
ち
と
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
論
争
で
あ
っ
た
。
ド
ス
ト
エ
フ
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ス
キ
ー
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
「
哲
学
に
お

け
る
人
間
論
の
原
理
」
と
彼
の
「
理
性
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の
理
論
は
大
変
ナ

イ
ー
ブ
な
も
の
だ
っ
た
。
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
　

 
…
…
あ
ら
ゆ
る
事
柄
は
、
良
い
も
の
も
悪
い
も
の
も
、
高
潔
な
も
の
も

低
劣
な
も
の
も
、
英
雄
的
な
も
の
も
、
小
心
な
も
の
も
、
全
て
の
人
間

の
中
で
は
一
つ
の
源
泉
か
ら
生
じ
る
。
人
間
は
自
分
に
と
っ
て
よ
り
心

地
よ
い
よ
う
に
行
動
し
、
打
算
に
従
い
、
よ
り
大
き
な
利
益
や
満
足
を

得
る
た
め
に
、
よ
り
少
な
い
利
益
や
満
足
を
命
令
す
る
も
の
に
対
し
て

拒
否
す
る
。

　

あ
る
い
は
、「
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
志
向
の
目
標
は
享
楽
を
得
る
こ
と
に

あ
る
」。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
は
異
な
る
人
間
理
解
が
あ
っ
た
。

　

そ
う
い
う
わ
け
で
、
中
編
『
地
下
室
の
手
記
』
の
は
じ
め
に
、
あ
ら
ゆ
る

矛
盾
が
集
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
意
地
悪
で
あ
る
／
意
地

悪
で
な
い
、
病
ん
で
い
る
／
病
ん
で
い
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
。
こ
の
際
限

な
い
否
定
の
否
定
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
私
は
病
ん
だ
人
間

だ
…
…
。
私
は
意
地
悪
な
人
間
だ
。
人
好
き
の
し
な
い
人
間
だ
」
…
…
等
の

背
景
に
は
？　

そ
し
て
結
局
、「
私
は
た
だ
意
地
悪
な
だ
け
で
な
く
、
何
に
も

な
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
意
地
悪
に
も
、
善
良
に
も
、
ろ
く
で
な
し
に

も
誠
実
に
も
、
英
雄
に
も
、
昆
虫
に
も
。」［Д18, 6; 7–8

］
と
続
く
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
主
人
公
は
複
雑
で
、
矛
盾
し
て
お
り
、
二
面
的
で

あ
り
、
と
き
ど
き
自
分
で
自
分
の
こ
と
が
不
可
知
で
あ
り
、
読
者
に
と
っ
て

（
6
）

（
7
）

だ
け
で
な
く
、
作
者
に
と
っ
て
も
予
見
で
き
な
い
。
主
人
公
に
は
常
に
秘
め

ら
れ
た
「
突
然
」
が
あ
る
、
そ
れ
は
意
見
や
行
動
に
お
け
る
思
い
が
け
な
い

「
激
変
」、「
信
条
の
生
ま
れ
変
わ
り
」、
人
格
の
変
容
で
あ
る
。

　

主
人
公
は
言
葉
に
お
い
て
全
部
を
述
べ
尽
く
す
こ
と
は
な
い
が
、
も
し
も

述
べ
尽
く
す
な
ら
ば
、
彼
の
言
葉
は
嘘
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
で
あ
り
な
が

ら
も
、「
人
間
は
受
肉
し
た
〈
言
葉
〉
で
あ
る
、
人
間
は
意
識
し
言
葉
を
発
す

る
た
め
に
現
れ
た
」［И

РЛ
И

. Ф
. 100. 29444. С

. <3>

］。〈
キ
リ
ス
ト
〉
に

倣
い
、
人
間
は
「
受
肉
し
た
〈
言
葉
〉」
で
あ
る
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
総
合
に
お
い
て
は
、〈
神
〉、〈
キ
リ
ス
ト
〉、〈
言

葉
〉、
人
間
、
人
格
、
創
造
、
理
想
が
一
つ
に
溶
け
合
っ
て
い
る
。
他
の
作
家

た
ち
に
お
い
て
は
、
主
人
公
は
し
ば
し
ば
作
者
よ
り
も
小
さ
い
が
、
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
は
普
通
の
人
間
の
偉
大
さ
を
示
す
力
が
あ
っ
た
。

　

一
人
一
人
の
主
人
公
が
計
り
知
れ
ず
、
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
〈
顔
〉
を
持
つ
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
こ
の
謎
の
理
解
を
彼
の
偉
大

な
先
行
者
た
ち
―
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
バ
ル
ザ
ッ
ク
か
ら
学
ん
だ
。

そ
れ
で
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
は
一
体
何
者
な
の
か
？

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
文
学
の
世
界
で
栄
誉
を
受
け
て
い
た
年
月
、
批
評

家
た
ち
は
こ
の
作
家
を
相
反
す
る
仕
方
で
称
賛
し
、
非
難
し
た
。

・ 「
残
酷
な
才
能
」（
ニ
コ
ラ
イ
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
ス
キ
ー
） 

・ 「
ロ
シ
ア
革
命
の
預
言
者
」（
ド
ミ
ー
ト
リ
ー
・
メ
レ
シ
ュ
コ
フ
ス
キ
ー
） 

・ 「
意
地
悪
な
天
才
」（
マ
ク
シ
ム
・
ゴ
ー
リ
キ
ー
） 

・ 「
明
る
く
、
生
き
る
喜
び
に
溢
れ
た
」（
オ
ス
カ
ル
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
） 

・ 「
全
人
」 （
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
聖
ユ
ス
テ
ィ
ン
）  

・ 「
使
徒
」（
オ
ス
カ
ル
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
、
聖
ユ
ス
テ
ィ
ン
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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誰
が
正
し
い
か
？　

私
だ
っ
た
ら
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
何
者
か
と
い

う
問
い
へ
の
回
答
は
次
の
三
つ
を
選
ぶ
。

・ 「
明
る
く
、
生
き
る
喜
び
に
溢
れ
た
」（
オ
ス
カ
ル
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
）

・ 「
全
人
」 （
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
聖
ユ
ス
テ
ィ
ン
）

・ 「
使
徒
」（
オ
ス
カ
ル
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
、
聖
ユ
ス
テ
ィ
ン
）

人
間
の
謎
に
つ
い
て
の
〈
言
葉
〉
と
言
葉

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
小
説
『
悪
霊
』
に
は
注
目
に
値
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
る
。
革
命
の
悪
霊
の
一
人
で
あ
る
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ヴ
ェ
ル
ホ
ヴ
ェ
ン
ス

キ
ー
は
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
に
、
二
、
三
日
前
に
歩
兵
士
官
と

一
緒
に
い
た
と
き
に
起
き
た
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　
　

 「
我
々
は
無
神
論
に
つ
い
て
話
し
、
も
ち
ろ
ん
〈
神
〉
を
こ
き
お
ろ
し

ま
し
た
。
我
々
は
喜
ん
で
、
甲
高
い
声
で
騒
ぎ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

シ
ャ
ー
ト
フ
は
、
も
し
も
ロ
シ
ア
で
反
乱
を
始
め
る
な
ら
ば
、
必
ず
無

神
論
か
ら
始
め
る
よ
う
に
と
断
言
し
て
い
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
正
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
白
髪
の
威
張
り
屋
の
大
尉
が
た
だ
座
り
続

け
、
ず
っ
と
黙
っ
て
一
言
も
話
さ
ず
に
い
た
が
、
突
然
部
屋
の
真
ん
中

で
立
ち
上
が
っ
て
、
そ
れ
で
ね
、
大
声
で
独
り
言
の
よ
う
に
「
も
し
も

〈
神
〉
が
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
う
な
っ
た
ら
俺
は
一
体
ど
ん
な
大
尉
だ
と

い
う
の
だ
？
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
帽
子
を
取
り
、
両
手
を
広

げ
、
出
て
行
き
ま
し
た
。」

　
　

 「
か
な
り
一
貫
し
た
考
え
を
表
現
し
ま
し
た
ね
」
ニ
コ
ラ
イ
・
フ
セ
ヴ
ォ

ロ
ド
ヴ
ィ
チ
は
三
度
目
の
欠
伸
を
し
た
。［Д18, 9; 160–161

］

　

ニ
コ
ラ
イ
・
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
落
ち
着
き
払
っ
た
反
応
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
白
髪
の
威
張
り
屋
」
の
、
つ
ま
り
勤
め
上
げ
た
兵
隊
の
将
校
の
考
え

は
逆
説
的
で
あ
る
。
実
際
、
な
ぜ
無
神
論
が
国
家
と
職
位
を
不
可
能
に
す
る

の
か
？　

な
ぜ
〈
神
〉
が
い
な
け
れ
ば
彼
は
大
尉
で
は
な
い
の
か
？　

な
ぜ

〈
神
〉
は
世
界
の
国
家
機
構
の
、
そ
し
て
国
家
に
限
ら
な
い
も
の
の
基
礎
な

の
か
？　

こ
の
テ
ー
マ
の
他
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
次
の
通
り
。
も
し
も

〈
神
〉
が
い
な
け
れ
ば
、「
徳
は
な
い
」、「
不
死
は
な
い
」、「
全
て
が
許
さ
れ

る
」、「
全
て
が
容
認
さ
れ
る
」。
一
神
教
の
文
化
に
お
い
て
は
無
神
論
は
道
徳

を
否
定
し
、
破
壊
す
る
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
は
ほ
と
ん
ど
宗
教
的
な
創
作
理
念
が
あ
っ
た
。
告

解
に
お
け
る
司
祭
の
よ
う
に
、
こ
の
作
家
は
自
分
の
主
人
公
た
ち
の
聴
罪
司

祭
で
あ
り
、
彼
ら
の
罪
は
彼
の
罪
と
な
り
、
彼
の
十
字
架
の
重
み
を
増
さ
せ

る
。
自
分
の
罪
を
主
人
公
た
ち
と
作
者
は
ま
さ
に
創
作
行
為
に
よ
っ
て
許
そ

う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
告
解
に
よ
っ
て
、
痛
悔
に
よ
っ
て
、
自
分
と
他
人
の

罪
を
贖
う
こ
と
に
よ
っ
て
。

　

後
に
、
こ
の
イ
デ
ー
は
ゾ
シ
マ
長
老
の
奉
仕
と
教
え
の
中
に
表
現
さ
れ
た
。

自
分
を
他
者
の
罪
の
被
告
人
と
す
る
こ
と
。
全
て
の
人
に
罪
が
あ
る
。
一
人

一
人
に
自
分
の
大
き
さ
の
罪
が
あ
る
。
あ
る
人
々
は
行
っ
た
こ
と
に
罪
が
あ

り
、
他
の
人
々
は
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
罪
が
あ
る
。
見
せ
か
け
の
無
罪
は

単
に
錯
覚
で
あ
る
。
一
人
一
人
が
世
界
の
悪
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
。「
あ
ら

ゆ
る
」
人
間
の
霊
的
復
活
と
救
済
は
可
能
で
あ
る
（
サ
ウ
ロ
の
パ
ウ
ロ
へ
の

改
宗
）。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
人
間
論
の
原
理
は
哲
学
、
宗
教
、
芸
術
に
お
い
て

普
遍
的
で
あ
る
。
作
家
は
思
考
の
新
し
い
タ
イ
プ
を
示
し
た
。
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
は
、
主
人
公
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
と
考
え
の
中
で
は
、
逆
説
的
で
あ
り
、
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ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
的
で
あ
る
。
バ
フ
チ
ン
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
の
こ

と
を
「
言
葉
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
に
つ
い
て
の
言
葉
」
と
名
づ
け
た
。
言
葉

は
相
対
的
で
あ
り
、「
宣
言
さ
れ
た
考
え
は
嘘
」
で
あ
り
、「
真
実
に
達
す
る

ま
で
嘘
を
つ
く
こ
と
が
で
き
る
」
が
、
し
か
し
相
対
的
な
言
葉
の
中
に
は
常

に
〈
絶
対
者
〉
が
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
は
自
分
の
真
実
が
あ
る
。
真
実

の
こ
と
は
沢
山
あ
る
が
、
真
理
は
一
つ
で
あ
る
。
言
葉
は
全
て
の
こ
と
に
つ

い
て
の
も
の
で
あ
り
う
る
し
、
主
人
公
た
ち
は
沈
黙
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

彼
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
と
沈
黙
の
中
に
は
常
に
〈
言
葉
〉
が
あ
る
。
そ
の
〈
言

葉
〉
は
〈
神
〉
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、〈
神
〉
で
あ
る
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
以
前
に
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ィ
オ

ゲ
ネ
ス
が
人
間
を
探
し
て
い
た
。
日
中
に
松
明
を
持
っ
て
歩
き
、
人
々
か
ら

の
質
問
攻
め
に
対
し
「
人
間
を
探
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い
た
。〈
神
〉
の

像
を
人
間
の
中
に
発
見
し
た
の
が
〈
キ
リ
ス
ト
〉
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
は
人
間
と
、
人
間
の
中
の
人
間
を
探
し
て
い
た
。
人
間
の
中
に
〈
神
〉

の
像
を
探
し
て
発
見
し
よ
う
と
し
、
全
人
を
発
見
し
よ
う
と
し
、
そ
の
中
に

〈
キ
リ
ス
ト
〉
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
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ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
偉
大
な
五
書

 

ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ザ
ハ
ー
ロ
フ

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
生
き
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
世
界
の
様
々
な

国
で
彼
の
作
品
が
読
ま
れ
、
彼
の
作
品
の
映
画
や
劇
が
観
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
が
翻
訳
だ
。

　

翻
訳
は
普
遍
的
な
も
の
だ
。
そ
れ
は
共
通
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
一
昨

日
は
二
〇
二
三
年
二
月
一
九
日
で
、
日

ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ー
ニ
エ

曜
日
〔
訳
者
註
―
同
じ
語
で
「
復

活
」
を
意
味
す
る
〕
だ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
ス
ラ
ヴ
語
に
お
い
て
、
週

ニ
ェ
デ
ー
リ
ャの

七

日
目
は
ニ
ェ
デ
ー
リ
ャ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
語
に
お
い
て
も
そ
う
で

あ
っ
た
が
、
古
い
時
代
か
ら
こ
の
日
は
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
し
て
名
づ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
誰
が
こ
の
日
の

名
を
変
え
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
民
衆
が
言
葉
の
イ
デ
ー
と
意
味
を
与
え
る
と
考
え

て
い
た
。
プ
ー
シ
キ
ン
講
演
に
関
す
る
論
争
の
中
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

　
「
我
々
の
民
衆
が
せ
め
て
単
に
キ
リ
ス
ト
を
担
う
者
た
ち
で
あ
る
間
は
、
彼

ら
は
た
だ
キ
リ
ス
ト
の
み
を
頼
り
に
し
て
い
る
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
こ
と

を
百

ク
レ
ス
チ
ヤ
ニ
ー
ン

姓
（крестьянин

）、
つ
ま
り
キフ

リ
ス
チ
ヤ
ニ
ー
ン

リ
ス
ト
者
（христианин

）
と
呼
ん

だ
が
、
こ
こ
に
は
単
な
る
言
葉
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
の
あ
ら
ゆ
る
未

来
へ
の
イ
デ
ー
が
あ
る
」。

　

ロ
シ
ア
語
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
ス
ラ
ヴ
語
に
お
い
て
、「
農ス

メ
ル
ド奴

」「
奴ハ

ロ
ー
プ隷

」

「
農ム

ジ
ー
ク夫

」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
百

ク
レ
ス
チ
ヤ
ニ
ー
ン

姓
（
キフ

リ
ス
チ
ヤ
ニ
ー
ン

リ
ス
ト
者
）
と
名

づ
け
る
こ
と
で
、民
衆
の
意
識
の
中
で
ど
の
よ
う
な
変
革
が
起
き
た
は
ず
で
あ

ろ
う
か
？
（「
百

ク
レ
ス
チ
ヤ
ニ
ー
ン

姓
」
と
い
う
言
葉
が
「
ル
ー
シ
に
お
け
る
低
い
社
会
階
層

に
属
す
る
人
物
。
百
姓
、
農
民
」
と
い
う
意
味
で
最
初
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、

お
よ
そ
一
四
三
〇
―
一
四
四
〇
年
と
記
録
さ
れ
て
い
る
）。
そ
の
よ
う
に
ロ
シ

ア
語
の
シ
ソ
ー
ラ
ス
や
文
化
コ
ー
ド
は
出
来
上
が
っ
て
い
る
。「
あス

パ

シ

ー

バ

り
が
と
う
」

が
「
あス

パ
シ
ー
バ
　
ボ
ー
フ

り
が
と
う
神
よ
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
り
、「
さダ

ス
ビ
ダ
ー
ニ
ャ

よ
う
な
ら
」
の
代

わ
り
に
「
おプ

ロ

シ

ャ

ー

イ

許
し
く
だ
さ
い
」
を
使
う
等
々
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
外
国
語
へ
の
翻
訳
だ
け
で
は
な
く
て
、ロ
シ
ア
語
か

ら
ロ
シ
ア
語
へ
の
翻
訳
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
手
稿
か
ら

印
刷
へ
の
翻
訳
に
始
ま
り
、
印
刷
か
ら
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
テ
ク
ス
ト
、
つ

ま
り
、
オ
ー
デ
ィ
オ
、
ビ
デ
オ
、
デ
ジ
タ
ル
へ
の
翻
訳
ま
で
。
一
五
〇
年
か

け
て
、
特
に
最
後
の
一
〇
〇
年
で
、
ロ
シ
ア
語
の
文
字
体
系
、
正
書
法
、
句

読
法
が
変
化
し
た
。
言
語
の
変
化
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
の
意
味
も

歪
め
る
。
最
も
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
、
ソ
連
時
代
の
テ
ク
ス
ト
校
訂
学
の
欠

点
と
、
し
か
し
同
様
に
成
果
が
提
示
さ
れ
た
の
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
版
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
全
集
三
〇
巻
本 

（
一
九
七
二
―
一
九
九
〇
）
に
お
い
て
だ
っ
た
。

作
品
の
作
者
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
残
し
た
本
来
の
テ
ク
ス
ト
が
被
っ
た
歪

曲
が
修
正
さ
れ
始
め
た
の
は
、
一
九
九
五
年
に
お
け
る
ペ
ト
ロ
ザ
ヴ
ォ
ー
ツ

ク
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
全
集
カ
ノ
ン
版
テ
ク
ス
ト
の
確
立
か
ら
で
あ
り
、

こ
れ
は
著
者
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
依
拠
し
て
い
た
正
書
法
と
句
読
法
で
活

字
化
し
て
い
る
（
一
〇
巻
ま
で
、
一
一
冊
が
刊
行
さ
れ
た
）。
こ
の
仕
事
は
新

し
い
ア
カ
デ
ミ
ー
版
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
全
集
三
五
巻
本
で
大
規
模
に
続
け

ら
れ
て
い
る
（
一
一
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
た
）。
そ
れ
ら
の
成
果
と
な
る
の
は
、

修
正
さ
れ
た
作
家
に
よ
る
印
刷
と
手
稿
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
今

度
は
外
国
語
へ
の
新
し
い
翻
訳
を
誘
い
出
す
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
必
然
で
あ
る
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
原
理
的
に
あ
ら
ゆ
る
言
語
に
翻
訳
さ
れ
う
る
。
逆
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説
的
だ
が
、
事
実
、
不
成
功
の
翻
訳
で
す
ら
、
天
才
の
世
界
的
な
名
声
を
害

さ
な
い
。
一
〇
〇
年
も
昔
の
多
く
の
翻
訳
は
ロ
シ
ア
語
か
ら
で
は
な
く
、
仲

介
と
な
る
言
語
か
ら
、
し
ば
し
ば
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
、
ま
れ
に
ド
イ
ツ
語
か

ら
行
わ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
翻
訳
に
お
い
て
す
ら
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
翻
訳
と
は
解
釈
で
あ
る
。
批
評
の
刊
行
物
、
戯
曲
の
上
演
、
映

画
化
も
解
釈
で
あ
る
。

　

翻
訳
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
テ
ク
ス
ト
の
本
体
を
拡
大
し
、
そ
れ
が
先

へ
進
む
ほ
ど
よ
り
大
き
く
な
る
。
翻
訳
は
必
然
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
の
翻
訳

の
意
味
が
作
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
テ
ク
ス
ト
に
接
ぎ
木
さ
れ
る
の
は
必
然
で

あ
る
。

　

な
ぜ
新
し
い
翻
訳
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
？

　

最
近
、
作
家
の
生
誕
二
〇
〇
年
記
念
に
、
な
ぜ
若
者
た
ち
が
あ
ま
り
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
読
ま
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
ー
・
ヴ
ォ
ド
ラ

ス
キ
ン
〔
訳
者
註
―
中
世
ロ
シ
ア
文
学
の
研
究
者
で
作
家
。
代
表
作
『
聖
愚

者
ラ
ヴ
ル
』
に
は
邦
訳
が
あ
る
〕
に
よ
る
考
察
を
聴
く
機
会
が
あ
っ
た
。
こ

の
作
家
の
考
え
で
は
、
翻
訳
と
異
な
り
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
言
葉
は
古

く
な
っ
た
が
、
翻
訳
は
現
代
語
で
読
ま
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ

に
は
賛
成
で
き
な
い
、
こ
れ
は
誇
張
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
ロ
シ

ア
語
は
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て
遠
く
に
去
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
高

学
年
の
ど
の
生
徒
に
も
理
解
で
き
る
。
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、
膨
大
な
テ
ク

ス
ト
を
嫌
が
っ
て
お
り
、
準
備
し
な
け
れ
ば
作
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
詩
学
を

理
解
で
き
ず
、
複
雑
で
逆
説
的
な
テ
ク
ス
ト
を
読
む
こ
と
に
困
難
を
感
じ
て

お
り
、
膨
大
な
哲
学
的
な
対
話
を
放
り
出
す
こ
と
は
、
そ
れ
と
は
別
問
題
だ
。

年
齢
や
経
験
と
と
も
に
、
彼
ら
は
こ
う
し
た
短
所
を
通
過
す
る
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
新
し
い
翻
訳
は
な
ぜ
行
わ
れ
る
の
か
？　

正
し
い

意
味
を
追
求
す
る
た
め
だ
け
で
な
い
の
は
明
ら
か
だ
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

は
現
代
的
で
あ
る
。
彼
の
小
説
の
題
材
は
、
バ
フ
チ
ン
の
言
葉
に
よ
っ
て
述

べ
る
な
ら
ば
、「
生
成
し
つ
つ
あ
る
現
実
」
で
あ
り
、「
出
来
上
が
っ
て
い
な

い
現
在
」
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
現
代
作
家
で
あ
る
。

　

亀
山
教
授
は
こ
の
作
家
の
五
つ
の
主
要
な
小
説
を
翻
訳
し
た
。
こ
れ
は
大

仕
事
で
あ
り
、
巨
大
な
出
来
事
だ
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
自
身
が
小
説
と
名
づ
け
た
も
の
で
は
一
一
作
品
を

書
き
、
そ
の
う
ち
の
五
つ
が
最
も
世
界
で
有
名
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、『
罪
と

罰
』、『
白
痴
』、『
悪
霊
』、『
未
成
年
』、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
で
あ
る
。

　

五
書
〔
訳
者
註
―
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
五
大
長
編
は
、
ロ
シ
ア
語
で
は

「
偉
大
な
五
書
（
ベ
リ
ー
カ
エ
・
ピ
ャ
チ
ク
ニ
ー
ジ
エ
）」
と
書
く
〕
と
は
、

直
接
的
な
意
味
に
お
い
て
は
五
つ
の
書
で
あ
り
、
聖
な
る
意
味
に
お
い
て
は
、

旧
約
聖
書
の
五
つ
の
聖
典
、
つ
ま
り
『
創
世
記
』、『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』、『
レ

ビ
記
』、『
民
数
記
』、『
申
命
記
』
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
い
て

『
ト
ー
ラ
ー
』
を
構
成
す
る
。

　

研
究
者
た
ち
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
最
後
の
小
説
群
を
比
喩
的
な
意
味

で
聖
な
る
も
の
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

同
時
代
人
は
『
地
下
室
の
手
記
』
に
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
。
ア
ポ
ロ
ン
・

グ
リ
ゴ
ー
リ
エ
フ
だ
け
が
友
人
と
し
て
作
者
に
「
君
は
こ
の
よ
う
な
も
の
こ

そ
書
い
て
い
き
た
ま
え
」
と
指
摘
し
た
。
後
に
レ
フ
・
シ
ェ
ス
ト
フ
は
『
地

下
室
の
手
記
』
を
五
書
（
五
大
長
編
）
の
一
つ
に
加
え
、
新
し
い
テ
ク
ス
ト

の
集
成
を
六
書
と
名
づ
け
た
。

　

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
は
ロ
シ
ア
文
学
の
全
て
の
作
品
よ
り
も
『
死
の
家
の

記
録
』
を
評
価
し
た
。
一
八
八
〇
年
九
月
二
六
日
に
彼
は
ニ
コ
ラ
イ
・
ス
ト
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ラ
ー
ホ
フ
に
書
い
て
い
る
。「
プ
ー
シ
キ
ン
を
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
新
し
い
文

学
で
こ
れ
よ
り
も
良
い
も
の
を
知
り
ま
せ
ん
。
調
子
で
は
な
く
、
視
点
が
驚

く
べ
き
も
の
な
の
で
す
、
心
か
ら
の
、
自
然
な
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
視
点
で

す
。
優
れ
た
、
教
訓
的
な
本
で
す
。
私
は
昨
日
一
日
中
楽
し
み
ま
し
た
、
長

い
こ
と
楽
し
ん
で
な
か
っ
た
の
に
。
も
し
も
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
会
っ
た

ら
、
私
が
彼
の
こ
と
を
好
き
だ
と
伝
え
て
下
さ
い
。」

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
存
命
中
、「
天
才
的
な
」
と
い
う
形
容
を
与
え
ら

れ
た
の
は
長
編
『
貧
し
き
人
々
』
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
多
く
の
批

評
家
や
読
者
た
ち
を
感
激
さ
せ
た
。
愚
か
で
、
文
化
的
で
は
な
く
、
教
養
の

な
い
役
人
が
ヴ
ァ
ー
レ
ニ
カ
と
の
手
紙
の
中
で
言
葉
の
才
を
賜
り
、
主
人
公

は
作
家
と
な
り
、
批
評
家
た
ち
と
パ
ロ
デ
ィ
ー
作
家
た
ち
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
を
天
才
と
呼
ん
だ
。
長
編
『
貧
し
き
人
々
』
は
多
く
の
点
で
、
理
解
さ

れ
て
お
ら
ず
、
読
解
し
尽
さ
れ
て
い
な
い
作
品
で
あ
り
、
人
間
の
中
の
人
間

を
養
う
力
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
栄
誉
を
も
た
ら
し
た
の
は
小

説
群
で
は
な
く
、『
作
家
の
日
記
』
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼
の
ど
の
傑
作
に
も
相

当
す
る
価
値
が
あ
る
。
批
評
家
た
ち
は
『
作
家
の
日
記
』
を
社
会
政
治
評
論

の
作
品
と
見
な
し
て
い
る
。『
作
家
の
日
記
』
に
は
社
会
政
治
評
論
も
あ
れ

ば
、
批
評
も
あ
り
、
回
想
録
も
あ
る
が
、
作
者
は
そ
こ
に
芸
術
作
品
を
創
ろ

う
と
し
た
し
、
創
り
上
げ
た
の
だ
。『
作
家
の
日
記
』
の
発
見
は
ま
だ
未
来
に

ひ
か
え
て
い
る
。
こ
れ
が
遠
く
な
い
未
来
の
こ
と
で
あ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
傑
作
群
の
総
数
を
ど
れ
だ
け
増
や

そ
う
と
も
、
偉
大
な
長
編
群
は
五
つ
の
み
で
あ
る
。
他
の
長
編
の
資
格
に
つ

い
て
は
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
五
書
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
の
な

い
も
の
で
あ
る
。

　

世
界
の
他
の
多
く
の
国
と
同
様
に
、ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、長ラ

マ

ー

ン

編
小
説
は
翻

訳
に
よ
っ
て
出
来
た
叙
述
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
文
学
に
は
長
編
が

出
て
く
る
ま
で
は
、
年
代
記
作
家
が
語
る
中ポ

ー
ヴ
ェ
ス
チ

編
小
説
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で

作
家
た
ち
は
軍
の
偉
業
を
讃
え
、
諸
公
の
犯
罪
や
信
仰
者
た
ち
の
苦
難
に
戦

慄
し
、
名
門
の
出
で
は
な
い
、
裕
福
で
は
な
い
人
間
の
運
命
の
移
ろ
い
や
す

さ
に
共
苦
し
た
。
中
世
に
も
ビ
ザ
ン
ツ
の
長
編
群
の
翻
訳
は
ロ
シ
ア
文
学
の

中
に
稀
で
は
あ
る
も
の
の
す
で
に
現
れ
て
い
た
が
、
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
も
の
は

一
八
世
紀
に
生
じ
た
。
ロ
シ
ア
文
学
に
は
、
新
し
い
主
人
公
た
ち
と
出
来
事

が
や
っ
て
き
た
。
読
者
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
恋
愛
小
説
の
官
能
性
、
イ
ギ
リ
ス

文
学
と
ド
イ
ツ
文
学
の
主
人
公
た
ち
の
家
族
騒
動
、
私
的
生
活
に
仰
天
し
た
。

　

始
め
は
中
編
小
説
と
長
編
小
説
の
詩
学
を
区
別
す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
同
義
性
と
競
合
が
典
型
的
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ル
の
分
離
が
起
き
た

の
は
、
ロ
シ
ア
の
長
編
小
説
が
生
じ
た
と
き
で
あ
り
、
中
編
小
説
は
中
編
小

説
の
ま
ま
残
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
の
長
編
小
説
の
イ
デ
ー
、
コ
ン
セ
プ
ト
、
発
見
は
プ
ー
シ
キ
ン
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
は
一
八
三
〇
年
に
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
次
の
よ
う
に
定

義
し
た
。「
我
々
の
時
代
に
は
長
編
小
説
と
い
う
言
葉
は
、
架
空
の
叙
述
に

よ
っ
て
展
開
し
た
歴
史
的
時
代
の
こ
と
を
意
味
す
る
」。
創
作
に
お
い
て
は
、

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
彼
に
よ
っ
て
長
編
小
説
『
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
ー
・
オ
ネ
ー
ギ

ン
』（
一
八
二
三
―
一
八
三
〇
）
に
お
い
て
開
か
れ
、
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
、

ゴ
ー
ゴ
リ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
ト
ル
ス
ト
イ
等
の
長
編
小
説
に
よ
っ
て

発
展
し
た
。

　

一
九
世
紀
に
長
編
小
説
と
中
編
小
説
は
分
岐
し
た
。
中
編
小
説
は
叙
事
詩

の
伝
統
的
な
特
徴
を
保
っ
て
い
た
。
長
編
小
説
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
コ
ン
セ
プ

ト
を
提
唱
し
た
の
は
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
で
あ
る
。
長
編
小
説
は
叙
事
詩
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的
な
距
離
感
や
絶
対
的
な
過
去
を
壊
し
、
長
編
小
説
の
言
葉
の
元
素
を
創
造

し
た
。
長
編
小
説
の
言
葉
は
描
写
を
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自
身
が
描
写

の
対
象
と
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
長
編
小
説
の
言
葉
は
出
来
事
記
述
で
あ
り
、

対
話
で
あ
り
、
多
面
的
で
あ
り
、
部
分
的
に
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。

　

バ
フ
チ
ン
の
批
評
家
た
ち
が
正
し
く
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
長
編

小
説
と
は
い
か
な
る
も
の
で
「
あ
っ
た
か
」
で
は
な
く
、
長
編
小
説
は
い
か

な
る
も
の
で
「
あ
り
う
る
」
か
を
記
述
し
た
。
彼
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
の
後
期
の
長
編
小
説
の
分
析
を
基
に
し
て
い
る
。
こ
の
批
評
家

の
考
察
全
て
が
議
論
の
余
地
の
な
い
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
バ
フ
チ

ン
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
長
編
小
説
が
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る

と
主
張
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
小
説
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
否
定
し
た
。
バ
フ

チ
ン
は
主
人
公
た
ち
の
イ
デ
ー
の
み
を
認
め
、
そ
れ
ら
が
彼
の
長
編
群
に
お

け
る
描
写
の
対
象
で
あ
る
と
見
な
し
た
。
ボ
リ
ス
・
エ
ン
ゲ
リ
ガ
ル
ト
は
正

し
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
主
人
公
」
と
な
っ
た
の
は

イ
デ
ー
で
あ
り
、
彼
は
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
小
説
の
作
者
で

あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
お
い
て
イ
デ
ー
は
、
描
写
の
原
理
で
あ
り
対

象
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
だ
が
、
バ

フ
チ
ン
の
考
え
に
反
し
て
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
は
階
層

的
で
あ
り
、
作
者
と
作
者
の
主
人
公
た
ち
が
平
等
な
の
で
は
な
く
、
主
人
公

た
ち
と
語
り
手
が
「
平
等
」
な
の
で
あ
る
。
バ
フ
チ
ン
は
天
才
的
に
主
人
公

た
ち
の
声
を
聴
い
た
が
、
主
要
な
声
、
つ
ま
り
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
声
を

聴
か
な
か
っ
た
。

　

五
書
は
こ
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
声
の
啓
示
な
の
で
あ
る
。
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